
　

町
で
は
、
駅
前
通
り
な
ど
の
空

き
店
舗
を
活
用
す
る
方
に
対
し
、

開
業
ま
で
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
を
平
成
28
年
度

ま
で
継
続
し
ま
す
。

■
対
象
区
域

　

駅
前
通
り
ほ
か

■
対
象
と
な
る
建
物

　

対
象
区
域
で
か
つ
て
事
業
に
使

用
さ
れ
て
い
た
店
舗
な
ど

■
補
助
対
象
者

　

年
２
６
０
日
（
通
年
営
業
）
以

上
営
業
で
き
る
新
規
に
出
店
す
る

個
人
ま
た
は
法
人

■
対
象
経
費

　

空
き
店
舗
な
ど
の
改
修
、
備
品

購
入
、
駐
車
場
整
備
な
ど
開
業
ま

で
に
要
し
た
経
費

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
1/2
以
内
と

し
、
限
度
額
は
１
５
０
万
円

■
事
業
実
績

　

こ
れ
ま
で
に
、
こ
の
事
業
で
次

の
店
舗
が
開
店
し
て
い
ま
す
。

・
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
栗
山

・
カ
フ
ェ
ふ
あ
り

■
対
象
期
間

　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
く
り
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　

☎
�
７
５
１
６

空
き
店
舗
活
用

支
援
事
業
補
助
制
度

空
き
店
舗
活
用

支
援
事
業
補
助
制
度

交
通
安
全
を
願
っ
て

4
月
4
日
、
町
内
3
小
学
校
の

入
学
式
に
あ
わ
せ
て
新
1
年
生
91

人
全
員
に
防
犯
ブ
ザ
ー
と
交
通
安

全
の
お
守
り
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

防
犯
ブ
ザ
ー
は
防
犯
協
会
と
暴
力

追
放
運
動
推
進
協
議
会
か
ら
贈
ら

れ
た
も
の
で
、
交
通
安
全
の
お
守

り
は
交
通
安
全
ゆ
り
の
会
な
ど
の

皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
手

作
り
の
お
守
り
で
す
。

入
学
式
で
父
母
に
手
を
引
か
れ

な
が
ら
初
登
校
し
た
新
1
年
生

は
、
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
に
、

防
犯
ブ
ザ
ー
や
お
守
り
を
つ
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。
車
に
気
を
つ
け

元
気
よ
く
学
校
に
通
っ
て
も
ら
い

た
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

Ｐ
Ｍ
2.5
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

現
在
、
道
内
14
カ
所
で
、
大
気

中
の
微
小
粒
子
状
物
質
Ｐ
Ｍ
2.5
の

測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
測
定
地

点
で
高
濃
度
に
な
っ
た
場
合
は
、

北
海
道
か
ら
道
民
に
注
意
喚
起
情

報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

注
意
喚
起
情
報
が
発
表
さ
れ
た

場
合
は
、
次
の
こ
と
に
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
。

●
急
ぎ
で
な
い
外
出
や
屋
外
で
の

長
時
間
の
激
し
い
運
動
は
で
き

る
だ
け
控
え
る
こ
と

●
屋
内
で
も
窓
の
開
閉
・
換
気
は

必
要
最
小
限
に
す
る
こ
と

●
呼
吸
器
系
・
循
環
器
系
疾
患
の

あ
る
人
や
、
子
ど
も
、
高
齢
者

は
、
体
調
に
応
じ
て
で
き
る
だ

け
外
出
を
控
え
る
こ
と

◆
Ｐ
Ｍ
2.5
の
危
険
性
っ
て
？

Ｐ
Ｍ
2.5
は
大
気
中
に
漂
う
小
さ

な
微
粒
子
で
、
髪
の
毛
の
幅
の
30

分
の
1
程
度
と
非
常
に
小
さ
い
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
肺
の
奥
深
く

ま
で
入
り
や
す
く
、
肺
・
呼
吸
器

系
に
加
え
、
循
環
器
系
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　

町
環
境
生
活
課　

環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
１
０

Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
継
立
出
張
所

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
栗
山
継
立
店

ス
パ
ー
継
立
店

藤
田
商
店

早
苗
金
物
店

あ
け
ぼ
の
ス
ト
ア
ー

ロ
ー
ソ
ン
栗
山
中
里
店

ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
栗
山
店

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
栗
山
店

ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
栗
山
店

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
空
知
栗
山
店

ホ
ー
マ
ッ
ク
栗
山
店

日
野
商
店

日
東
総
業

田
島
商
店

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
栗
山
店

河
合
商
店

や
な
ぎ
屋

ヨ
シ
ダ
電
器

フ
ル
ー
ツ
仲
井

吉
井
龍
雲
堂
薬
局

高
杉
商
店

え
び
な
栗
山
店

フ
ー
ド
う
か
わ

ラ
ッ
キ
ー
栗
山
店

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
栗
山
松
風
店

役
場
売
店

ス
ト
ア
ー
や
ま
か
ね

く
り
や
ま
金
物
店

店
　
　
　
名

継
立
継
立
継
立
角
田
角
田
角
田
中
里
朝
日
4

朝
日
4

朝
日
4

桜
丘
2

桜
丘
1
錦
3
錦
3
中
央
4

中
央
4

中
央
3

中
央
3

中
央
3

中
央
2

中
央
2

中
央
2

中
央
2

松
風
4

松
風
3

松
風
3

松
風
3

松
風
3

松
風
2

住
所

指
定
ご
み
袋
取
扱
店

　

合
併
浄
化
槽
お
よ
び
通
常
便
槽

の
し
尿
汲
み
取
り
許
可
事
業
所
で

す
。
汲
み
取
り
の
際
は
直
接
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

道
央
建
設
運
輸

鈴
木
商
店

ゆ
う
せ
い
運
輸

丸
十
岡
山
砂
利

日
東
総
業

國
耕
産
業

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

事
業
所
名

☎
�
3
1
2
1

☎
�
2
3
5
0

☎
�
1
7
2
2

☎
�
0
1
3
4

☎
�
3
1
2
2

☎
�
3
1
5
8

☎
�
3
2
0
0

電
話

岩
見
沢
市
栗
沢

カ
ワ
バ
タ
衛
生
企
画

千
歳
市

協
同
組
合
カ
ン
セ
イ

栗
山
町

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

事
業
所
名

☎
０
１
２
６

（
4
5
）
2
2
6
1

☎
０
１
２
3

（
2
3
）
1
7
1
2

☎
�
3
2
0
0

電
話

浄
化
槽
清
掃
業
許
可

事
業
所

　

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
や
家

庭
で
大
量
に
ご
み
を
排
出
す
る

場
合
は
自
己
搬
入
す
る
か
、
次

の
事
業
所
に
収
集
を
依
頼
し
て

適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
の
ご
み
袋
は
次
の
店
舗

で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
許
可
事
業
所

北
海
道
防
災
マ
ス
タ
ー
と
は
？

災
害
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す

る
た
め
、
北
海
道
で
は
地
域
に
お

け
る
防
災
活
動
を
活
発
に
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
防

災
活
動
の
中
心
に
な
っ
て
も
ら
お

う
と
「
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
」
制

度
を
設
け
、認
定
研
修
を
受
講
し
、

マ
ス
タ
ー
と
し
て
の
心
構
え
を
身

に
つ
け
た
方
を
「
北
海
道
地
域
防

災
マ
ス
タ
ー
」
と
し
て
順
次
認
定

し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度

北
海
道
防
災
マ
ス
タ
ー
認
定
研
修
会

栗
山
町
の
防
災
マ
ス
タ
ー
は
？

栗
山
町
で
も
、
平
成
23
年
か
ら

地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
の
認
定
講
習

受
講
を
積
極
的
に
す
す
め
、現
在
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
員
な
ど

23
人
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
定
研
修
は
、
防
災
講
座
や
災

害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
な
ど
を

受
講
し
ま
す
。
災
害
か
ら
、
生
命

や
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
防
災

知
識
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
防
災
知
識
を

身
に
付
け
、
地
域
の
防
災
活
動
の

中
心
と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

防
災
マ
ス
タ
ー
認
定
研
修
会

◆
日　

時

６
月
14
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～

◆
場　

所

北
広
島
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象

町
内
会
・
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
の
役
員
で
防
災
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
。
こ
れ
か
ら
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
方
な
ど
。

◆
参
加
料　
　

無　

料

◆
申
込
期
限

５
月
16
日
㈮

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

町
総
務
課　

☎
�
１
１
１
１

◆
そ
の
他

研
修
会
場
ま
で
は
、
町
公
用
車

で
送
迎
い
た
し
ま
す
。

防災には、地域の防災リーダーが必要です

防災マスターは、図上訓練（ＤＩＧ）などを
受講した地域の防災リーダが認定されます

�

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会

議
所
本
年
度
専
務
理
事
の
山
形

智
信
で
す
！

栗
山
青
年
会
議
所
に
入
会
し

て
7
年
、
栗
山
天
満
宮
に
奉
職

し
て
早
く
も
10
年
を
迎
え
ま
し

た
。10

年
前
を
思
い
返
し
ま
す
と

温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
皆

様
に
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
間
さ
ま
ざ
ま
な

方
と
の
出
会
い
や
学
び
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、『
明
る
い
豊
か

な
社
会
』
の
実
現
に
向
け
て
最

高
の
仲
間
と
と
も
に
活
動
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

20
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
限
ら

れ
た
時
間
、
ど
の
よ
う
な
人
と

出
会
い
、
何
を
行
っ
て
来
た
か

で
『
自
分
』
が
形
成
さ
れ
る
の

な
ら
ば
、
同
世
代
の
さ
ま
ざ
ま

な
方
と
の
出
会
い
、
刺
激
、
そ

し
て
唯た

だ
た
だ々

ひ
と
の
た
め
に
行
う

青
年
会
議
所
の
運
動
が
私
に

と
っ
て
も
大
き
な
財
産
で
あ
る

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
栗
山
青
年
会
議
所
は

本
年
創
立
45
周
年
の
節
目
の
年

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の

仲
間
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に

こ
の
地
域
の
輝
か
し
い
未
来
を

描
い
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

さ
ま
ざ
ま
な
、
学
び
と
経
験
が
で
き
る
場

栗
山
青
年
会
議
所
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後期高齢者
医療制度
～ 保 険 料 率 の 見 直 し に つ い て ～

■　保険料率が変わりました
被保険者の皆さまにお支払いいただく保険料は、２年ご
とに定める保険料率をもとに決めることになっています。
平成 26、27 年度の新しい保険料率は、次のとおりです。

均等割
（被保険者が等しく負担）

平成 24・25 年
（年間）
４７，７０９円

所得割
（被保険者の所得に応じて負担）

平成 24・25 年

１０．６１％

賦課限度額
（１年間の保険料の上限額）

平成 24・25 年

５５万円

平成 26・27 年
（年間）

５１，４７２円
（３，７６３円増）

平成 26・27 年

１０．５２％
（０．０９ポイント減）

平成 26・27 年

５７万円
（２万円増）

■　均等割２割・５割軽減の範囲が拡大しました

平
成
25
年
度
ま
で

軽減割合 所得が次の金額以下の世帯

５割軽減
33万円 +
（24万 5千円×世帯主以外の被保険者数）

※単身世帯の方は該当しません

２割軽減 33万円 +
（35 万円×世帯の被保険者数）

平
成
26
年
度
か
ら

軽減割合 所得が次の金額以下の世帯

５割軽減
33万円 +
（24 万 5千円×世帯の被保険者数）
※単身世帯の方も該当になります

２割軽減
33万円 +

（45 万円×世帯の被保険者数）

■　保険料の計算方法
（平成 26年度）

保険料は、被保険者が等しく負担する「均等割」と所得
に応じで負担する「所得割」の合計で計算します。

均等割
【1人当たりの額】
５１，４７２円

所　得　割
【被保険者本人の所得に応じた額】

（平成 25年中の所得－ 33万円）× 10.52％

1 年間の保険料
（100 円未満切り捨て）+ ＝

平成26年度の保険料は
７月に個別にお知らせします。

※年度途中で加入したときは、加入した月から
月割で計算します。

■　保険料の軽減について 次の①～③に当てはまる被保険者の方は、保険料が軽減
されます。

①　均等割の軽減
世帯の所得に応じて、４段階の軽減があります。

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合
３３万円かつ被保険者全員の所得が０円
（年金収入のみの場合、受給額８０万円以下） ９割軽減

３３万円 ８. ５割軽減

３３万円+（24 万 5千円×世帯の被保険者数） ５割軽減

３３万円+（45 万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

平成 26年度 前年度比

5,147 円 約　　400 円増

7,720 円 約　　600 円増

25,736 円 約　1,900 円増

41,177 円 約　3,000 円増

●軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
● 65歳以上の方の公的年金などに係る所得については、特別控除 15万円を差し引いた額で判定します。

②　所得割の軽減
被保険者個人の所得で判定します。

所得が次の金額以下の方 軽減割合

所得から３３万円を引いた額が５８万円以下の方 5割軽減

③　被用者保険の被扶養者だった方の軽減
この制度に加入したときに被用者保険（主にサラリーマンの方が加入して
いる健康保険）の被扶養者だった方は、所得割はかからず、均等割が９割軽
減になります。

■　年間保険料額の例

年金収入 均等割
軽減

所得割
軽減 平成 26年度 前年度比

80万円 9割 ー 5,100 円 400 円増

153 万円 8.5 割 ー 7,700 円 600 円増

168 万円 8.5 割 5 割 15,600 円 500 円増

192.5 万円 5割 5割 46,500 円 12,600 円減

203 万円 2割 5割 67,400 円 2,800 円増

211 万円 2割 5割 71,600 円 6,800 円減

213 万円 2割 ー 104,200 円 7,100 円減

214 万円 ー ー 115,600 円 3,200 円増

夫の
年金収入

区
分
均等割
軽減

所得割
軽減 平成 26年度 前年度比

80万円 夫 9割 ー 5,100 円 400 円増
妻 ー 5,100 円 400 円増

153 万円 夫 8.5 割 ー 7,700 円 600 円増
妻 ー 7,700 円 600 円増

168 万円 夫 8.5 割 5 割 15,600 円 500 円増
妻 ー 7,700 円 600 円増

211 万円 夫 5割 5割 56,200 円 12,700 円減
妻 ー 25,700 円 12,400 円減

217 万円 夫 5割 ー 93,000 円 13,000 円減
妻 ー 25,700 円 12,400 円減

238 万円 夫 2割 ー 130,500 円 2,200 円増
妻 ー 41,100 円 3,000 円増

258 万円 夫 2割 ー 151,600 円 7,500 円減
妻 ー 41,100 円 6,600 円減

259 万円 夫 ー ー 162,900 円 2,800 円増
妻 ー 51,400 円 3,700 円増

●単身世帯の場合 ●夫婦 2人世帯（共に被保険者）で、妻の年金収入
が 80万円以下の場合

【 問い合わせ先 】
◆北海道後期高齢者医療広域連合
〒 060-0062
札幌市中央区南 2条西 14 丁目国保会館 6階
☎ 011-290-5601

◆町税務課課税グループ
☎ 73-7505
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住生活基本計画住民委員会
■協議内容　栗山町の住宅に関わる課題、住宅・住環境のビジョン確立、具体的な住宅施策に関することなど　
■公募人数　２人　（総委員数 10 人）　
■応募資格　町内に在住、在勤、または在学されている満 18 歳以上の方
■任 期　第１回目の委員会議の日から平成 27 年３月 31 日まで
■会議など　・年４回程度（平日の夜間開催を予定）、会議１回出席につき 3,000 円の謝礼
　　　　　　・この会議は原則公開となります。
■申込先・問い合わせ　町建設水道課技術グループ　☎ 73-7513　FAX72-6355
　　　　　　　　　　　Ｅメール gijutsu-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

■申込期間　５月１日㈭～ 14 日㈬
■応募資格　・町内に在住、在勤、または在学されている満 18 歳以上の方
　　　　　　・３機関以上の町の審議会・委員会などの委員の方は応募できません。
■応募方法　・専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出してください。
　　　　　　・申込書は下記申込先でお渡ししますが、町ホームページからもダウン
　　　　　　　ロードできます。
■決定方法　申込書による書類選考および面談　＊申込書は返却しません。

まちづくり審議会・委員会 町では、町民参加の機会を広げる
ため、各種審議会・委員会などの
公募を推進しています。

子ども・子育て会議
■協議内容　保育の必要性の認定、特定教育・保育施設の利用定員、子ども・子育て支援事業計画についてなど
■公募人数　４人　（総委員数 20 人）
■応募資格　就学前・小学生の子どもの保護者
■任 期　第１回目の委員会議の日から平成 28 年３月 31 日
■会議など　・年５回以内開催予定、会議１回出席につき 4,200 円の謝礼
　　　　　　・この会議は原則公開となります。
■申込先・問い合わせ　町住民福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222　FAX73-2266
　　　　　　　　　　　Ｅメール hukushikosodate-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

第４次障がい者福祉計画・障がい福祉計画策定委員会
■協議内容　障がい者福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業の提供体制、計画策定についてなど
■公募人数　２人　（総委員数 10 人）
■応募資格　関係保護者または障がい者福祉に関心がある方で、今年度４回程度の会議に出席いただける方
■任 期　委嘱の日から平成 27 年３月 31 日まで
■会議など　・年４回以内開催予定、会議１回出席につき 3,000 円の謝礼
　　　　　　・この会議は原則公開となります。
■申込先・問い合わせ　町住民福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222　FAX73-2266
　　　　　　　　　　　Ｅメール hukushikosodate-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

▲
▲

▲

■協議内容　第５期計画の評価、高齢者実態調査を踏まえたサービス内容の検討、第６期計画の策定など
■公募人数　４人　（総委員数 16 人）　
■応募資格　高齢者福祉、介護に関心があり今年度５回程度の会議に出席いただける方　
■任 期　 第１回目の委員会議の日から平成 28 年３月 31 日まで
■会議など　・平日の 18：30 から１時間 30 分程度を予定、会議１回出席につき 3,000 円の謝礼
　　　　　　・この会議は原則公開となります。
■申込先・問い合わせ　町住民福祉課高齢者・介護グループ　☎ 73-7507　FAX73-2266
　　　　　　　　　　　Ｅメール koureishakaigo-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

▲

第６期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定委員会

共 

通 

事 

項

募
集

くりやま老舗まつり
第 26回酒蔵まつり・第 16回きびだんごまつり

2014

栗山町の春の風物詩となった「くりやま老舗まつり」が、4
月 12 日、13 日の 2 日間、小林酒造株式会社と谷田製菓株式
会社の敷地ほかで開催されました。天候にも恵まれ、昨年よ
り1,000人多い27,000人の来場がありました。小林酒造では、
1,000㍑（一升瓶で 556 本分相当）のお酒が無料で振る舞われ、
用意した 5,300 本の限定酒も完売。谷田製菓では、工場見学
者のお土産に用意したきびだんご 14,000 本が無くなる大盛況
ぶりでした。郷土芸能の角田獅子舞や、みのり太鼓、よさこ
いチーム「くりやまＯＨ‼夢乱咲」も会場を大いに盛り上げ
てくれました。
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